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場を清め、心を整え、事を始める 

校長 寒河江 正人 

朝７時、校内すべての教室を見回る。 

これが私の「毎日のルーティン」。 

 

今朝、すべての教室・廊下が、整理整頓されている。 

凛として、清浄な空気に満ちている。 

なんと心地よい朝のたたずまいである。 

 

２学期の初日に当たり、生徒諸君を気持ちよく迎えるために、 

本校の教職員みんなで、「きれい」にしました。 

生徒諸君一人ひとりを大切にしたい思いが込められています。 

 

教室の黒板には、担任の先生の「思いのこもったメッセージ」で迎える。 

あなたたちといっしょに成長していこうとする決意の表れです。 

 

始業式で、各学年の代表が「２学期の抱負」を語ってくれました。 
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柴田夏希さんは、「学ぶ時間」を大切にしたいと語ってくれました。 

九十理央菜さんは、２学期は「一番成長できる時期」だと語ってくれました。 

野木櫻香さんは、「反省はしても、後悔はしない時間にしたい」と語ってくれました。 

また、「スマイルを絶やさないようにしたい」とも言ってくれました。 

 

３人の「ことば」には、「ちから」がありました。 

本校の生徒諸君・教職員みんなに「勇気・感動・意欲」を喚起しました。 

心から感謝します。ありがとうございました。 

 

さあ、２学期の新しいスタートラインに立って、 

「場を清め、心を整え、事を始める」準備がそろいました。 

「一番成長できる２学期」に「スマイルを絶やさず」「学ぶ時間を大切に」しましょう。 

「反省はしても、後悔はしない時間（２０３２時間）」にするのです！！ 


